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1. はじめに 
その３では、ねじり要素実験結果と部分架構・ねじり

要素実験結果に基づいて行った復元力特性の考察につい

て述べる。 
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2.1 ねじり要素実験計画（Ts 実験計画） 
ねじりが作用する柱側面の一部を想定した要素試験体

について、ねじり加力実験を行った（図 1）。試験体スケ

ールは想定構造システムの 1/2.24 とした。スラブ部分は

柱幅の約 2.2 倍の寸法で、600×600×135（mm）である。

試験体パラメータはコンクリート強度・スタッドの有無、

軸方向・曲げ方向鉄筋の有無、埋設 H 鋼の有無、初期ひ

び割れの有無、柱幅として、12 体を計画した。パラメー

タ一覧を表 1 に、使用材料特性を表 2 に示す。 
加力は CFT 柱部分を固定し、柱から遠いスラブの端部

にねじりモーメントを与えた。 
2.2 ねじり要素実験結果（Ts 実験結果） 

図 2 に各試験体の最大耐力と繰り返し時の耐力、図 3

に弾性論、塑性論、斜め曲げ式１）、コンクリート示方書

式２）による有効幅－耐力関係の計算値を示す。全試験体

で初期ひび割れは 7.2kN・m前後となった。図 3 から、初

期ひび割れ耐力は有効幅を柱幅（270mm）とした塑性論

式が近い値となり、弾性論式でもおおむね近い値となっ

た。スラブ筋の効果による最大耐力は有効幅をスラブ全

幅（600mm）としてコンクリート示方書式で計算した値

に近い。表 3 に剛性の実験結果と弾性論による計算値を示

す。スラブ部の単位回転角剛性（実験結果）は図 1 に示

す区間 2 と 3 の平均値を取り、接合部単位回転角剛性は

区間 1 の値を取った。計算値の初期剛性は柱幅をねじり

の有効幅とし、ひび割れ後の剛性は計算値 1 では有効幅

を柱幅、計算値 2 ではスラブ全幅として、Hsuによる剛性

低下式１）を適用した。計算値 2 が実験結果と良く対応し

ている。 
3. 復元力特性の検討 

部分架構実験結果と、ねじり要素実験結果から柱前後

面、柱側面が繋がれている Fp.4、 5 について、図

4(a),(b)に示す応力伝達モデルを構築し、復元力特性につ

いて解析的検討を行った。モデルは柱側面のスラブを危険

断面幅（Fp 実験結果）のねじりスラブに置換し、柱前後面

のスラブを柱幅の仮想梁、ねじりスラブ前後のスラブを 
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表 3 実験結果と計算値（剛性） 単位幅（鉄筋間隔とした）の分割仮想梁に置換した。ね

じりスラブは分割仮想梁のモーメントとせん断力により

ねじり力に抵抗する。Fp.4 では柱前後面の仮想梁側面に

作用するせん断力によりねじり力がスラブに作用し、Fp.5
では柱側面のせん断力によりスラブにねじり力が作用す

る。図 4(c)にフレームモデル化したイメージ図を示す。分

割仮想梁、柱前後面の仮想梁の復元力はRC規準 8 条３）に

よりトリリニアモデル化し、ねじりスラブの復元力はTs実
験結果に基づいてトリリニアモデル化した。解析は以下

の条件式によった。 
 
 
 
 
 
 
 
解析のパラメータを表 4 に示す。パラメータはねじりの

復元力特性で、剛性、初期ひび割れ荷重は弾性論式、剛

性低下率は Hsu による式、最大耐力はコンクリート示方

書式によった。Fp.3,4,5 ともに、ねじりの初期剛性は柱幅

をねじりの有効幅とした。ひび割れ後のねじり剛性は

Fp.4,5 では Fp 実験結果の危険断面幅をねじりの有効幅と

して計算した。Fp.3 のひび割れ後のねじり剛性は Fp.4,5
のねじり剛性の和とした。表 5、図 5 に示すように実験結

果と解析結果はおおむね良い対応を示した。 
4. まとめ 
 柱側面のねじりモーメントだけが作用する場合と、柱 

前後面のせん断力・モーメントが作用する場合のねじり 

の作用を適切に考慮して、ねじりの有効幅を設定する事 

で、比較的良い精度で復元力特性を推定できる。  
 表 5 

実験値初期剛性 

Fp.1 9.8
Fp.2 11.7
Fp.3 6.8
Fp.4 7.2
Fp.5 3.4
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（kN/mm）

表 4 解析パラメータ 
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図 4 応力伝達モデル 
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